
受 注 高 6,565億円

売 上 高 6,140億円

営 業 利 益 341億円

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 200億円

増減率 4.9%

増減率 −2.2%

増減率 4.8%

増減率 −9.8%

セグメント別状況
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売上高（百万円）

EPS（1株当たり当期純利益）（円）

営業利益（百万円） 親会社株主に帰属する当期純利益（百万円）

ROE（％） ROA（％） 配当金（円） 配当性向（％）

決算ハイライト

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷三丁目29番20号
TEL.03-5778-1111（代表）  https://www.exeo.co.jp 見やすいユニバーサルデザインフォント

を採用しています。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月開催

定時株主総会　毎年3月31日
期 末 配 当 金　毎年3月31日
中 間 配 当 金　毎年9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して
定めた日

基 準 日

株主名簿管理人
及び特別口座の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〈郵便物送付先〉
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

〈 電 話 照 会 先 〉  0120-782-031

〈書面交付請求〉

 0120-533-600
受付時間 9:00～17:00（土・日・休日を除く）
次の株主総会より、ホームページに掲載している招
集ご通知の送付をご希望の株主様は上記までご連絡
ください。

イ ン タ ー ネ ッ ト
ホームページURL

ぜひQ&Aもご利用ください。
https://www.smtb.jp/personal/
procedure/agency

株 主 優 待

毎年３月末日現在の当社株主名簿に記載また
は記録された1,000株以上保有の株主様を
対象にクオカードを贈呈いたします。
◦保有継続期間3年未満：1,000円相当
◦保有継続期間3年以上：2,000円相当
※ 保有継続期間の3年以上とは、3月末日と9月末日

の当社株主名簿に連続して7回以上記載された時
点からといたします。

※ 発送時期は、毎年1回、当社定時株主総会終了後
の6月下旬頃とさせていただきます。

※ 2025年３月末の株主様への贈呈をもって株主優
待制度は廃止とさせていただきます。

〈 〉

単元（100株）未満株式の買取・買増請求のご案内について

単元未満株式につきましては、市場で売買することができませんが、
次のいずれかを利用して整理していただくことができます。

【単元未満株式の買取請求】
当社に対して、ご所有の単元未満株式の市場価格による買取を請求

することができます。
【単元未満株式の買増請求】

当社に対して、単元株式に不足する株式数の市場価格による買増し
を請求し、ご所有の単元未満株式と合わせて100株にすることができ
ます。

単元未満株式買取・買増請求の手続につきましては、下記の電話照
会先にお問い合わせください。

 0120-782-031

商 号 エクシオグループ株式会社
EXEO Group, Inc.

設 立 1954年（昭和29年）5月17日
資 本 金 68億8千8百万円
従業員数 連結 17,056名/単独 3,766名
本 社 東京都渋谷区渋谷三丁目29番20号
西日本本社 大阪府大阪市中央区内本町二丁目2番10号
事 業 所 支店：12　　営業所：23

会社概要 （2024年3月31日現在） 株主メモ

（注）  当社は、自己株式を1,735千株保有しておりますが、上記の表には含めておりません。
また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 15,330 14.59
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 9,466 9.01
エクシオグループ従業員持株会 4,843 4.61
NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE 
SILCHESTER INTERNATIONAL INVESTORS 
INTERNATIONAL VALUE EQUITY TRUST

4,531 4.31

住友生命保険相互会社 2,296 2.19
住友不動産株式会社 2,081 1.98
NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE 
U.S. TAX EXEMPTED PENSION FUNDS 2,066 1.97

株式会社日本カストディ銀行・
三井住友信託退給口 1,834 1.75

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE 
NON TREATY CLIENTS ACCOUNT 1,642 1.56

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 1,539 1.47

大株主

会社概要

通信キャリア
受注高 2,424億円 増減率 −5.3%

売上高 2,534億円 増減率 −6.5%

都市インフラ
受注高 2,306億円 増減率 29.7%

売上高 1,772億円 増減率 7.2%

システムソリューション
受注高 1,834億円 増減率 −4.4%

売上高 1,833億円 増減率 −4.0%

役員 （2024年6月26日現在）

小原　靖史
岩﨑　尚子
望月　達史
吉田　佳司
荒牧　知子
小島　慎二
山田　成彦
髙橋貴美子
大澤　栄子
原島　　朗

代表取締役社長
代表取締役副社長
取締役専務執行役員
取締役専務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員

舩橋　哲也
梶村　啓吾
三野　耕一
渡部則由紀
光山　由一
今泉　文利
林　　茂樹
田中　幸治

取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役  
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役

（注）�株式分割を2019年度に実施したと仮定した数
値です。

発行可能株式総数 300,000,000株
発行済株式総数 106,812,419株

（注）  当社は、2024年4月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行いました。
これにより発行済株式総数は213,624,838株となりました。

株主数 45,458名

株式の状況 （2024年3月31日現在）

EXEO REPORT

証券コード：1951

2023年度（2024年3月期）

ネルギーの主力電源化に向けて、蓄電池や送配電インフラ等の関
連投資が今後さらに加速すると想定されます。
このような事業環境のなか、当社グループは、効率化を進めな

がら成長分野における積極投資を継続し、メリハリのある事業運営
を行ってまいりました。通信キャリア事業につきましては、モバイ
ル分野において、各通信キャリアが足元の設備投資を抑制し発注
を絞っている状況に対応するため、大胆な人員シフトを含めた柔軟
な施工体制の実現により生産性向上を加速する仕組みづくりを行
い、効率的な業務運営に努めてまいりました。一方、アクセス分
野においては、コロナ禍でのリモートワークに伴う光回線需要は一
巡したものの、通信インフラ設備の維持に係る工事等については
堅調に推移しております。都市インフラ事業につきましては、大規
模データセンター構築が引き続き好調に推移しており、公共関連
では、高速道路インフラ関連工事についても堅調に推移しました。
旺盛な建設需要に対して、選別受注を強化するなど収益性の向上
にも引き続き取り組んでおります。システムソリューション事業に
つきましては、当社グループ各社の持つ強みを活かした積極的な
営業活動を展開するとともに、昨年実施した事業再編により、上
流から下流までの一気通貫でのサービス提供が可能となりグルー
プ横断での営業強化を行ってまいりました。グローバル分野につ
いては、IT機器を利活用するリファービッシュビジネスやインフラ
シェアリング設備構築のほか、EV充電設備構築を手掛けるなど、
新たな事業展開を行う一方、経営資源の効率的な活用を図るため
の構造改革を進めております。
当社グループは、パーパス「“つなぐ力”で創れ、未来の“あたり

まえ”を。」を合言葉に、自社利用電力の再生可能エネルギー化等
の取り組みのほか、地域の未利用材を活用した木質バイオマス発
電事業の展開など、環境経営にも積極的に取り組み、持続的な社
会、暮らしやすい社会の実現に向けて貢献してまいります。

2024年6月

当連結会計年度（2023年４月1日～2024年３月３１日）におけ
るわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に関する各種規制が
緩和され、半導体関連をはじめ設備投資に持ち直しの傾向が見ら
れるなど景気は緩やかに回復いたしました。そのような経済情勢を
背景に、2024年3月に日本銀行によるマイナス金利政策の解除が
行われる一方、不安定な世界情勢の継続や電気料金をはじめとす
るエネルギー価格の高騰、急激な円安進行による国内物価上昇な
ど、依然としてリスクに対し注視が必要な状況が続いています。
当社の事業領域である情報通信分野については、社会全体の

デジタル化進展に伴い、あらゆる社会経済活動を支える最も基幹
的なインフラとして、大規模自然災害やサイバーセキュリティの
脅威・データ通信量の増大に対応可能な高度かつ強靭な通信ネッ
トワークの構築が求められており大量のデータを蓄積・処理する
データセンターの重要性もさらに増している状況です。
建設分野については、エネルギー価格の高騰による影響が続い

ているものの、民間設備投資は半導体関連産業や更なる生産性向
上に向けたソフトウェアへの投資拡大などに持ち直しの傾向が見ら
れ、防災・減災、国土強靭化に資する道路等の設備の更新・維持
に向けた公共投資も底堅く推移する見通しです。さらに、エネル
ギー関連事業においては、脱炭素社会の実現に向けた再生可能エ

株主の皆様におかれましては、日頃より格別なご支援を賜り、
誠にありがとうございます。

『令和6年能登半島地震』により被災された皆様に心よりお見舞
い申し上げますとともに、被災地の一日も早い復興をお祈り申し
上げます。

さて、当社グループの2023年度（2024年3月期）連結業績
の概要についてご報告申し上げます。

株主の皆様へ

2023年度（2024年3月期）連結業績の概要

代表取締役社長

暮らしやすい社会の実現に向けて
貢献してまいります
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プロジェクト

木質バイオマス あしかがエコパワー発電所 営業運転開始 株式会社リョウセイが手掛ける架空送電線設備工事をご紹介

令和６年能登半島地震復旧活動について

都市インフラ事業の一部をご紹介

エクシオ ニュース

株式分割を実施しました
　当社は、皆様により投資しやすい環境を整え、投資家層の拡大及び株式の流動性の向上を図るため2024年
4月1日付で普通株式1株につき2株の割合をもって株式分割を実施しました。

Web CM配信のお知らせ
　当社は、Web�CMの配信を開始しましたのでお知らせします。当社グループは、「つなぐエンジニアリング・
カンパニー」のスローガンのもと、イノベーションにより多様なエンジニアリングをつなぎ、融合し、新たな
価値創造を行っていくことを通じて、持続可能な社会の実現のための取り組みを推進してまいります。
　なお、各CMは、“エクシオグループ公式Youtubeチャンネル”でも公開しておりますので、是非ご覧ください。

データセンター/スマートビル事業の拡大に向け、エクシオグループとX1Studioが提携
　当社は、スマート化ソリューションのインテグレーターである
X1Studio株式会社と出資契約及び業務提携契約を締結しました。

　今回の資本・業務提携により近年活況なデータセンター市場に
おいて、SCADAシステム※（NiagaraFramework®）を提供する
X1Studioと電気設備工事を中心にデータセンター工事実績を多数
有する当社グループと双方の技術を融合させることで、企業価値
を向上させ事業拡大に向け取り組んでまいります。
※�「SCADAシステム」：施設やインフラを構成する装置・設備から得ることができる情
報を、ネットワークを介して一カ所に集約して監視し制御する監視制御システム

X1Studioファウンダー兼代表取締役社長
ウィリアム・アチュリ（左）、
エクシオグループ�代表取締役社長�舩橋哲也（右）

　当社と株式会社あしかがエコパワーは、
2024年3月13日より木質バイオマスを
使用した「あしかがエコパワー発電所」
の営業運転を開始いたしました。
　当発電所は、栃木県をはじめ近県の林
業関係者及びチップ会社のご協力のもと、
周辺地域で発生する未利用材、剪定枝を
有効活用し、自然由来の木質バイオマス
100％で運用する発電所です。足利市の
ご協力により構築した環境配慮型の発電
所を通じて、地域経済の活性化を図ると
同時に森林の健全な再生・成長を支援し
てまいります。

　当社のグループ会社で、都市インフラ事業を展開する株式会社リョウセイは、家庭や会社に安定した電気を届け
るための電力送電線建設工事を行っています。
　全国くまなく電気を送るためには、鉄塔を建て、電線を張って発電所と変電所をつなぐ送電線路を作る必要がありま
す。リョウセイでは、この送電線路の建設を手掛けており、国内電力会社からの発注に基づく工事に従事しております。
　送電線路の建設は、急峻な山岳地から市街地までの広範囲にわたり、また超高圧送電線に対応できる高度な施工
技術が要求されます。リョウセイが長年にわたって培ってきた技術を活かし、当社グループは電力インフラの高度
化にも積極的に貢献してまいります。

　『令和6年能登半島地震』により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、被災地の一日
も早い復興をお祈り申し上げます。
　当社は、通信の復旧などのためグループ全体で延べ6,000人規模の支援を実施しました。

■ あしかがエコパワー発電所全景

■  想定年間発電量5,500万kw超を発電する
発電機

 　 (一般家庭15,000世帯の年間使用電力に相当
します）

https://www.youtube.com/channel/UC6GLfj5BDPEHUvW1Zeehv_Q

1 2

まもなく運転開始！「ふるどの論田エコパワー」

■  福島県古殿町において、2024年8月、
当社2例目の木質バイオマス発電所を
竣工、営業運転開始します。

システムソリューション事業の中核会社 エクシオ・デジタルソリューションズの取り組み

OutSystemsジャパンと
パートナー契約を締結

快挙！ServiceNow Japan主催
「Hackathon 2023」で優勝

　OutSystemsジャパン株式会社と
ローコード開発プラットフォーム
「OutSystems」開発に関するパー
トナー契約を締結しました。

　ServiceNow�Japan合同会社の開発者コミュニティ向けイベント
「ServiceNow�Japan�Hackathon�2023」に参加し、優勝を果た
しました。受賞したソリュー
ション（EX�EffiAI�（Efficiency�
Artificial�Intelligence））は
同社ホームページで紹介し
ております。
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価値創造を行っていくことを通じて、持続可能な社会の実現のための取り組みを推進してまいります。
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X1Studio株式会社と出資契約及び業務提携契約を締結しました。

　今回の資本・業務提携により近年活況なデータセンター市場に
おいて、SCADAシステム※（NiagaraFramework®）を提供する
X1Studioと電気設備工事を中心にデータセンター工事実績を多数
有する当社グループと双方の技術を融合させることで、企業価値
を向上させ事業拡大に向け取り組んでまいります。
※�「SCADAシステム」：施設やインフラを構成する装置・設備から得ることができる情
報を、ネットワークを介して一カ所に集約して監視し制御する監視制御システム

X1Studioファウンダー兼代表取締役社長
ウィリアム・アチュリ（左）、
エクシオグループ�代表取締役社長�舩橋哲也（右）

　当社と株式会社あしかがエコパワーは、
2024年3月13日より木質バイオマスを
使用した「あしかがエコパワー発電所」
の営業運転を開始いたしました。
　当発電所は、栃木県をはじめ近県の林
業関係者及びチップ会社のご協力のもと、
周辺地域で発生する未利用材、剪定枝を
有効活用し、自然由来の木質バイオマス
100％で運用する発電所です。足利市の
ご協力により構築した環境配慮型の発電
所を通じて、地域経済の活性化を図ると
同時に森林の健全な再生・成長を支援し
てまいります。

　当社のグループ会社で、都市インフラ事業を展開する株式会社リョウセイは、家庭や会社に安定した電気を届け
るための電力送電線建設工事を行っています。
　全国くまなく電気を送るためには、鉄塔を建て、電線を張って発電所と変電所をつなぐ送電線路を作る必要がありま
す。リョウセイでは、この送電線路の建設を手掛けており、国内電力会社からの発注に基づく工事に従事しております。
　送電線路の建設は、急峻な山岳地から市街地までの広範囲にわたり、また超高圧送電線に対応できる高度な施工
技術が要求されます。リョウセイが長年にわたって培ってきた技術を活かし、当社グループは電力インフラの高度
化にも積極的に貢献してまいります。

　『令和6年能登半島地震』により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、被災地の一日
も早い復興をお祈り申し上げます。
　当社は、通信の復旧などのためグループ全体で延べ6,000人規模の支援を実施しました。

■ あしかがエコパワー発電所全景

■  想定年間発電量5,500万kw超を発電する
発電機

 　 (一般家庭15,000世帯の年間使用電力に相当
します）

https://www.youtube.com/channel/UC6GLfj5BDPEHUvW1Zeehv_Q

1 2

まもなく運転開始！「ふるどの論田エコパワー」

■  福島県古殿町において、2024年8月、
当社2例目の木質バイオマス発電所を
竣工、営業運転開始します。

システムソリューション事業の中核会社 エクシオ・デジタルソリューションズの取り組み

OutSystemsジャパンと
パートナー契約を締結

快挙！ServiceNow Japan主催
「Hackathon 2023」で優勝

　OutSystemsジャパン株式会社と
ローコード開発プラットフォーム
「OutSystems」開発に関するパー
トナー契約を締結しました。

　ServiceNow�Japan合同会社の開発者コミュニティ向けイベント
「ServiceNow�Japan�Hackathon�2023」に参加し、優勝を果た
しました。受賞したソリュー
ション（EX�EffiAI�（Efficiency�
Artificial�Intelligence））は
同社ホームページで紹介し
ております。
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受 注 高 6,565億円

売 上 高 6,140億円

営 業 利 益 341億円

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 200億円

増減率 4.9%

増減率 −2.2%

増減率 4.8%

増減率 −9.8%

セグメント別状況

（年度）2019 2020 2021 2022 2023

94.76102.49

125.32

69.87

108.67
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6.5

3.4

7.3

4.0

5.9

3.6

8.8
9.4

5.2 5.3

120
102

96

80 82
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38.3
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（年度）2019 2020 2021 2022 2023

614,095627,607
594,840

524,574
573,339

（年度）2019 2020 2021 2022 2023

34,121
32,552

42,380

31,100

36,623

（年度）2019 2020 2021 2022 2023

20,05822,233

27,766

15,603

24,192

売上高（百万円）

EPS（1株当たり当期純利益）（円）

営業利益（百万円） 親会社株主に帰属する当期純利益（百万円）

ROE（％） ROA（％） 配当金（円） 配当性向（％）

決算ハイライト

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷三丁目29番20号
TEL.03-5778-1111（代表）  https://www.exeo.co.jp 見やすいユニバーサルデザインフォント

を採用しています。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月開催

定時株主総会　毎年3月31日
期 末 配 当 金　毎年3月31日
中 間 配 当 金　毎年9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して
定めた日

基 準 日

株主名簿管理人
及び特別口座の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〈郵便物送付先〉
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

〈 電 話 照 会 先 〉  0120-782-031

〈書面交付請求〉

 0120-533-600
受付時間 9:00～17:00（土・日・休日を除く）
次の株主総会より、ホームページに掲載している招
集ご通知の送付をご希望の株主様は上記までご連絡
ください。

イ ン タ ー ネ ッ ト
ホームページURL

ぜひQ&Aもご利用ください。
https://www.smtb.jp/personal/
procedure/agency

株 主 優 待

毎年３月末日現在の当社株主名簿に記載また
は記録された1,000株以上保有の株主様を
対象にクオカードを贈呈いたします。
◦保有継続期間3年未満：1,000円相当
◦保有継続期間3年以上：2,000円相当
※ 保有継続期間の3年以上とは、3月末日と9月末日

の当社株主名簿に連続して7回以上記載された時
点からといたします。

※ 発送時期は、毎年1回、当社定時株主総会終了後
の6月下旬頃とさせていただきます。

※ 2025年３月末の株主様への贈呈をもって株主優
待制度は廃止とさせていただきます。

〈 〉

単元（100株）未満株式の買取・買増請求のご案内について

単元未満株式につきましては、市場で売買することができませんが、
次のいずれかを利用して整理していただくことができます。

【単元未満株式の買取請求】
当社に対して、ご所有の単元未満株式の市場価格による買取を請求

することができます。
【単元未満株式の買増請求】

当社に対して、単元株式に不足する株式数の市場価格による買増し
を請求し、ご所有の単元未満株式と合わせて100株にすることができ
ます。

単元未満株式買取・買増請求の手続につきましては、下記の電話照
会先にお問い合わせください。

 0120-782-031

商 号 エクシオグループ株式会社
EXEO Group, Inc.

設 立 1954年（昭和29年）5月17日
資 本 金 68億8千8百万円
従業員数 連結 17,056名/単独 3,766名
本 社 東京都渋谷区渋谷三丁目29番20号
西日本本社 大阪府大阪市中央区内本町二丁目2番10号
事 業 所 支店：12　　営業所：23

会社概要 （2024年3月31日現在） 株主メモ

（注）  当社は、自己株式を1,735千株保有しておりますが、上記の表には含めておりません。
また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 15,330 14.59
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 9,466 9.01
エクシオグループ従業員持株会 4,843 4.61
NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE 
SILCHESTER INTERNATIONAL INVESTORS 
INTERNATIONAL VALUE EQUITY TRUST

4,531 4.31

住友生命保険相互会社 2,296 2.19
住友不動産株式会社 2,081 1.98
NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE 
U.S. TAX EXEMPTED PENSION FUNDS 2,066 1.97

株式会社日本カストディ銀行・
三井住友信託退給口 1,834 1.75

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE 
NON TREATY CLIENTS ACCOUNT 1,642 1.56

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 1,539 1.47

大株主

会社概要

通信キャリア
受注高 2,424億円 増減率 −5.3%

売上高 2,534億円 増減率 −6.5%

都市インフラ
受注高 2,306億円 増減率 29.7%

売上高 1,772億円 増減率 7.2%

システムソリューション
受注高 1,834億円 増減率 −4.4%

売上高 1,833億円 増減率 −4.0%

役員 （2024年6月26日現在）

小原　靖史
岩﨑　尚子
望月　達史
吉田　佳司
荒牧　知子
小島　慎二
山田　成彦
髙橋貴美子
大澤　栄子
原島　　朗

代表取締役社長
代表取締役副社長
取締役専務執行役員
取締役専務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員

舩橋　哲也
梶村　啓吾
三野　耕一
渡部則由紀
光山　由一
今泉　文利
林　　茂樹
田中　幸治

取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役  
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役

（注）�株式分割を2019年度に実施したと仮定した数
値です。

発行可能株式総数 300,000,000株
発行済株式総数 106,812,419株

（注）  当社は、2024年4月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行いました。
これにより発行済株式総数は213,624,838株となりました。

株主数 45,458名

株式の状況 （2024年3月31日現在）

EXEO REPORT

証券コード：1951

2023年度（2024年3月期）

ネルギーの主力電源化に向けて、蓄電池や送配電インフラ等の関
連投資が今後さらに加速すると想定されます。
このような事業環境のなか、当社グループは、効率化を進めな

がら成長分野における積極投資を継続し、メリハリのある事業運営
を行ってまいりました。通信キャリア事業につきましては、モバイ
ル分野において、各通信キャリアが足元の設備投資を抑制し発注
を絞っている状況に対応するため、大胆な人員シフトを含めた柔軟
な施工体制の実現により生産性向上を加速する仕組みづくりを行
い、効率的な業務運営に努めてまいりました。一方、アクセス分
野においては、コロナ禍でのリモートワークに伴う光回線需要は一
巡したものの、通信インフラ設備の維持に係る工事等については
堅調に推移しております。都市インフラ事業につきましては、大規
模データセンター構築が引き続き好調に推移しており、公共関連
では、高速道路インフラ関連工事についても堅調に推移しました。
旺盛な建設需要に対して、選別受注を強化するなど収益性の向上
にも引き続き取り組んでおります。システムソリューション事業に
つきましては、当社グループ各社の持つ強みを活かした積極的な
営業活動を展開するとともに、昨年実施した事業再編により、上
流から下流までの一気通貫でのサービス提供が可能となりグルー
プ横断での営業強化を行ってまいりました。グローバル分野につ
いては、IT機器を利活用するリファービッシュビジネスやインフラ
シェアリング設備構築のほか、EV充電設備構築を手掛けるなど、
新たな事業展開を行う一方、経営資源の効率的な活用を図るため
の構造改革を進めております。
当社グループは、パーパス「“つなぐ力”で創れ、未来の“あたり

まえ”を。」を合言葉に、自社利用電力の再生可能エネルギー化等
の取り組みのほか、地域の未利用材を活用した木質バイオマス発
電事業の展開など、環境経営にも積極的に取り組み、持続的な社
会、暮らしやすい社会の実現に向けて貢献してまいります。

2024年6月

当連結会計年度（2023年４月1日～2024年３月３１日）におけ
るわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に関する各種規制が
緩和され、半導体関連をはじめ設備投資に持ち直しの傾向が見ら
れるなど景気は緩やかに回復いたしました。そのような経済情勢を
背景に、2024年3月に日本銀行によるマイナス金利政策の解除が
行われる一方、不安定な世界情勢の継続や電気料金をはじめとす
るエネルギー価格の高騰、急激な円安進行による国内物価上昇な
ど、依然としてリスクに対し注視が必要な状況が続いています。
当社の事業領域である情報通信分野については、社会全体の

デジタル化進展に伴い、あらゆる社会経済活動を支える最も基幹
的なインフラとして、大規模自然災害やサイバーセキュリティの
脅威・データ通信量の増大に対応可能な高度かつ強靭な通信ネッ
トワークの構築が求められており大量のデータを蓄積・処理する
データセンターの重要性もさらに増している状況です。
建設分野については、エネルギー価格の高騰による影響が続い

ているものの、民間設備投資は半導体関連産業や更なる生産性向
上に向けたソフトウェアへの投資拡大などに持ち直しの傾向が見ら
れ、防災・減災、国土強靭化に資する道路等の設備の更新・維持
に向けた公共投資も底堅く推移する見通しです。さらに、エネル
ギー関連事業においては、脱炭素社会の実現に向けた再生可能エ

株主の皆様におかれましては、日頃より格別なご支援を賜り、
誠にありがとうございます。

『令和6年能登半島地震』により被災された皆様に心よりお見舞
い申し上げますとともに、被災地の一日も早い復興をお祈り申し
上げます。

さて、当社グループの2023年度（2024年3月期）連結業績
の概要についてご報告申し上げます。

株主の皆様へ

2023年度（2024年3月期）連結業績の概要

代表取締役社長

暮らしやすい社会の実現に向けて
貢献してまいります
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受 注 高 6,565億円

売 上 高 6,140億円

営 業 利 益 341億円

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 200億円

増減率 4.9%

増減率 −2.2%

増減率 4.8%

増減率 −9.8%

セグメント別状況

（年度）2019 2020 2021 2022 2023

94.76102.49

125.32
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63.357.2

37.7
38.3

49.8

（年度）2019 2020 2021 2022 2023

614,095627,607
594,840

524,574
573,339

（年度）2019 2020 2021 2022 2023

34,121
32,552

42,380

31,100

36,623

（年度）2019 2020 2021 2022 2023

20,05822,233

27,766

15,603

24,192

売上高（百万円）

EPS（1株当たり当期純利益）（円）

営業利益（百万円） 親会社株主に帰属する当期純利益（百万円）

ROE（％） ROA（％） 配当金（円） 配当性向（％）

決算ハイライト

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷三丁目29番20号
TEL.03-5778-1111（代表）  https://www.exeo.co.jp 見やすいユニバーサルデザインフォント

を採用しています。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月開催

定時株主総会　毎年3月31日
期 末 配 当 金　毎年3月31日
中 間 配 当 金　毎年9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して
定めた日

基 準 日

株主名簿管理人
及び特別口座の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〈郵便物送付先〉
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

〈 電 話 照 会 先 〉  0120-782-031

〈書面交付請求〉

 0120-533-600
受付時間 9:00～17:00（土・日・休日を除く）
次の株主総会より、ホームページに掲載している招
集ご通知の送付をご希望の株主様は上記までご連絡
ください。

イ ン タ ー ネ ッ ト
ホームページURL

ぜひQ&Aもご利用ください。
https://www.smtb.jp/personal/
procedure/agency

株 主 優 待

毎年３月末日現在の当社株主名簿に記載また
は記録された1,000株以上保有の株主様を
対象にクオカードを贈呈いたします。
◦保有継続期間3年未満：1,000円相当
◦保有継続期間3年以上：2,000円相当
※ 保有継続期間の3年以上とは、3月末日と9月末日

の当社株主名簿に連続して7回以上記載された時
点からといたします。

※ 発送時期は、毎年1回、当社定時株主総会終了後
の6月下旬頃とさせていただきます。

※ 2025年３月末の株主様への贈呈をもって株主優
待制度は廃止とさせていただきます。

〈 〉

単元（100株）未満株式の買取・買増請求のご案内について

単元未満株式につきましては、市場で売買することができませんが、
次のいずれかを利用して整理していただくことができます。

【単元未満株式の買取請求】
当社に対して、ご所有の単元未満株式の市場価格による買取を請求

することができます。
【単元未満株式の買増請求】

当社に対して、単元株式に不足する株式数の市場価格による買増し
を請求し、ご所有の単元未満株式と合わせて100株にすることができ
ます。

単元未満株式買取・買増請求の手続につきましては、下記の電話照
会先にお問い合わせください。

 0120-782-031

商 号 エクシオグループ株式会社
EXEO Group, Inc.

設 立 1954年（昭和29年）5月17日
資 本 金 68億8千8百万円
従業員数 連結 17,056名/単独 3,766名
本 社 東京都渋谷区渋谷三丁目29番20号
西日本本社 大阪府大阪市中央区内本町二丁目2番10号
事 業 所 支店：12　　営業所：23

会社概要 （2024年3月31日現在） 株主メモ

（注）  当社は、自己株式を1,735千株保有しておりますが、上記の表には含めておりません。
また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 15,330 14.59
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 9,466 9.01
エクシオグループ従業員持株会 4,843 4.61
NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE 
SILCHESTER INTERNATIONAL INVESTORS 
INTERNATIONAL VALUE EQUITY TRUST

4,531 4.31

住友生命保険相互会社 2,296 2.19
住友不動産株式会社 2,081 1.98
NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE 
U.S. TAX EXEMPTED PENSION FUNDS 2,066 1.97

株式会社日本カストディ銀行・
三井住友信託退給口 1,834 1.75

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE 
NON TREATY CLIENTS ACCOUNT 1,642 1.56

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 1,539 1.47

大株主

会社概要

通信キャリア
受注高 2,424億円 増減率 −5.3%

売上高 2,534億円 増減率 −6.5%

都市インフラ
受注高 2,306億円 増減率 29.7%

売上高 1,772億円 増減率 7.2%

システムソリューション
受注高 1,834億円 増減率 −4.4%

売上高 1,833億円 増減率 −4.0%

役員 （2024年6月26日現在）

小原　靖史
岩﨑　尚子
望月　達史
吉田　佳司
荒牧　知子
小島　慎二
山田　成彦
髙橋貴美子
大澤　栄子
原島　　朗

代表取締役社長
代表取締役副社長
取締役専務執行役員
取締役専務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員

舩橋　哲也
梶村　啓吾
三野　耕一
渡部則由紀
光山　由一
今泉　文利
林　　茂樹
田中　幸治

取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役  
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役

（注）�株式分割を2019年度に実施したと仮定した数
値です。

発行可能株式総数 300,000,000株
発行済株式総数 106,812,419株

（注）  当社は、2024年4月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行いました。
これにより発行済株式総数は213,624,838株となりました。

株主数 45,458名

株式の状況 （2024年3月31日現在）

EXEO REPORT

証券コード：1951

2023年度（2024年3月期）
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